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い。評価制度を職員の能力モチベーション向上のため25年度賃金には反映させずに試行したいという考えを明らかにした。次回交渉は14日(木)の予定。
さらに、富良野市労連は
同日
18
時より総務部長交渉を実施した。
労使関係ルールでは、賃金は生活給である。労使合意ないものは実施しないことを確認。
基本賃金では、要求額は最低限の要求と認識。賃金格差に
ついて
は認識している解消に向け協議を継続する。地財確立では地方交付税は地方固有の財源であり、賃金削減の押し付けは地方分権を揺るがし、許され
る
ものではない。公契約条例は引き続き協議検討するが、委託については法令順守を徹底していきたい。人事評価については人材育成・人づくりの視点から検討中。労使合意が前提で賃金には反映させない。サービス超勤・代休については、是正及び運用の徹底を指導する。再任用は
2014
年運用開始に向け継続協議する。機構改革を現在検討中、人員確保闘争時期までに提示したいと回答。本日、妥結した。
今後、その他単組の交渉予定は、
13
日
(
水
)
が愛別町職・名寄市職労、
14
日
(
木
)
が剣淵町職労・音威子府村職となっている。
) (
上川町職労は、
8
日
(
金
)13
時企画総務課長交渉を実施した。
具体的な交渉課題は、①基本賃金の独自削減・賃金合理化②
7
級制導入③住宅手当の現行維持④臨時・パート職員の労働条件改善⑤看護休暇の拡大⑥産前産後休暇の拡大など
13
項目について当局の姿勢を質した。
当局回答では、①現段階では未定。次回交渉で理事者の意向を確認し回答する。②導入のきっかけがつかめない。平成
25
年度中に検討する。③現行水準を維持する。④賃金単価は地元民間企業とかい離がないよう調査したうえで判断したい。子看休暇については国の状況を確認し、可能であれば対処する。⑤中学生まで拡大しなければならない状況にない。⑥産前産後
10
週について検討する。などの回答に留まり、次回
 (12
又は
13
日
)
に継続交渉となった。
また、士別市職労は
11
日
(
月
)16
時から総務部長交渉を行った。
地公給与削減は現時点ではやらないが、財源不足が生じたら協議したい。再任用は条例制定時では現業を想定、今後制度設計を検討したい。臨時・非常勤の労働条件改善ではインフルエンザ・ノロウィルスに限った病休と法要休暇について検討したい。公契約条例についてはできないが、高知市の公共調達条例を参考に25年度検討した
) (
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